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地方公共団体名 奈良県 

令和６年度 

外部講師を活用したがん教育等現代的な健康課題理解増進事業 事業成果報告書 
 

【外部講師を活用して実施するがん教育の推進に係る取組】 

１ 事業の具体的内容について 

（１）自治体における取組 

① 協議会について 

１．構成員 

・がん教育推進委員 13 名 

内訳：学校保健技師・がん専門医（放射線腫瘍内科）・県医師会理事（内分泌科）・がん経験者（高等学

校保健体育科教諭）・小中高校長 6 名・県福祉医療政策部疾病対策課長・県教育委員会事務局義

務教育課長・県教育委員会事務局体育健康課長 

２．開催時期、検討内容 

  ・第１回推進会議（9 月）：事業の推進に向けた計画の検討 

  ・第２回推進会議（12 月）：事業の中間報告と計画の確認 

  ・第３回推進会議（2 月）：事業成果の報告と検証・課題の検討 

② 教育委員会としての取組 

●中学校・高等学校における「外部講師を活用したがん教育」 

  ・令和６年３月に令和 6 年度のがん教育外部講師派遣希望を募り、希望があった県内公立中学校（義務教

育学校後期課程を含む）２校・高等学校 11 校において「外部講師を活用したがん教育講演会」を実施し

た。 
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・講師派遣にあたっては、事前打合せシートを活用することで必要な情報が

共有できるように工夫したため、学校からの要望や講演会のめあて、事前

事後指導の内容などを外部講師や県教委担当者と確認しながら打合せを進

めることができた。 

・「チェックシート・タイムスケジュール」を作成し、外部講師派遣決定通知

と共に学校へ配布したので、当日までのスケージュールや必要な準備物等

をそれぞれ確認することができ、円滑に実施することができた。 

●保護者と一緒に考えるがん教育 

中学校で開催したがん教育講演会では、家庭でがんについて話す契機に

なることや地域のがん教育を推進することを狙いとして、保護者へも周知

し参加を募った。参加した保護者からは、「がんについて知らないことが多

かった。」「正しい知識を得ることができて良かった。」などの感想があった。 

●外部講師の確保と外部講師向け研修会 

外部講師の確保にあたっては、すでに外部講師を務めていただいている医師や看護師から紹介をいただ

いたり、県教委の事業を知った医療従事者から協力の申し出があったりと、年々、登録者が増えている。

更に、本年度は全国がん患者連合会で実施されていた「がん教育外部講師 e-ラーニング」を受講された

がん経験者等の方の協力を得て、奈良県外部講師リストに登録させていただいた。 

初めて登録していただく外部講師を対象の中心として「外部講師向けがん教育研修会」を開催し、文部

科学省が提示しているがん教育ガイドライン等の内容や奈良県のがん教育の方向性、配慮事項等について

説明を行った。 

●高等学校指導者向けがん教育教材の作成 

文部科学省作成の中学校・高等学校向けがん教育教材（モジュール）を再編集し、指導内容をノートに

加えることで、がんの知識に不安のある教職員であっても、がんを正しく伝えることができるような教材

を作成し、ホームページで掲載した。 

●中学生向けがん教育教材の作成と配布 

学習指導要領に合わせた中学生向けがん教育リーフレットを作成し、県内公立中学校（２年生）を対象

に各学校へ配布し、「保健体育（保健）」の授業での活用を推進した。また、リーフレットの内容に合わせ

たワークシートを作成し、より深い学びとなるよう工夫している。ワークシートについては、ホームペー

ジに掲載し、各学校で編集して活用できるようにしている。 
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●小学生向けがん教育教材の作成と配布 

小学生向けがん教育リーフレットを作成し、「10 月 10 日奈良県がんと向き合う日」を契機に、県内公

立小学校（６年生）を対象に各学校へ配布し、がん教育の実施と家族へのがん検診の啓発を行った。（奈

良県のがん対策推進計画の取組と合わせて実施） 

リーフレットを配布する際には、指導の流れや配慮事項について記載している「活用例」を同封し、教

職員が指導する際の困り事に対応できるように工夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●がん教育研修会（教職員・外部講師対象） 

がん教育の目的や指導する際の配慮事項等について、佐賀大学医学部の西眞範氏に御講演をいただい

た。奈良県でのがんの現状や実際に外部講師として経験された内容を踏まえて御講演いただき、大変、勉

強になったとの感想を得られた。がん教育研修会は、県衛生主管部局（疾病対策課）の事業「20 歳未満

の者の喫煙防止対策事業」と共催し、がんの原因となる喫煙についても京都大学大学院の髙橋裕子氏に御

講演をいただいた。 

③ 保健部局や地域の専門機関等との連携 

・今年度のがん教育研修会では、上記のとおり、県衛生主管部局の事業と合同開催を行ったため、参加者の

中に市町村の保健センターのがん教育担当者や保健師等がおられ、がん教育の取組に興味を持っていただ

くことができた。研修会後に、ある市の健康増進課より「市内の全小学校・中学校においてがん教育を実

施し、いずれは地域のがん検診率の向上やがんによって亡くなる人を減らす取組をしたい。」との協力依

頼があり、今後は地域でのがん教育へと発展させていきたいと考えている。 

・県保健部局である疾病対策課が運営する「奈良県がん対策推進協議会」へも参画し、奈良県のがん対策と

がん教育が互いの施策や方針を踏まえながら進められるように情報共有を図っている。 
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（２）外部講師を活用したがん教育の授業 

  ・奈良市立一条高等学校（高校・1 年、全 2 時間、保健体育科・科目保健） 

1 時間目：保健体育科教員による授業 

２時間目：がん経験者による講演会「がん患者への理解と共生」 

〈概要〉 

教員では伝えることができない、がん患者となったときの気持ちや嬉しかった言葉や関わりについて 

実体験を交えてお話いただき、生徒だけでなく教職員からもとても心に残る講話であったと、大変好評 

であった。 

  ・奈良県立西和清陵高等学校（高校・1 年、全 2 時間、保健体育科・科目保健） 

1 時間目：保健体育科教員による授業 

２時間目：がん看護専門看護師による講演会「がんについて考える」 

〈概要〉 

50 分という限られた時間であったため、最初の 20 分で授業内容を振り返り、次の 20 分で「もし自分 

ががんと診断されたら」をテーマに、３つの具体的なシチュエーションで「自分ならどのような選択をす 

るか」を考えるグループワークを行った。最後の 10 分で数人の意見を発表し、講師から「がんと診断さ 

れたら」相談できる機関や公的な支援などの存在を教示いただく。という流れで実施した。 

短い時間ではあったが、生徒がそれぞれ真剣に考え、色んな意見を許容していく姿があり、大変、充実 

したがん教育講演会となった。 

  ・宇陀市立大宇陀中学校（中学校・2 年、全 2 時間、保健体育科・保健分野） 

   1 時間目：がん専門医よるがん教育講演会「がんの知識と予防」 

   2 時間目：保健体育科教員によるグループワーク「がんについて自分にできること」 

  〈概要〉 

   がん専門医によりがんに関する基礎的な知識を学習した後に、「がん予防」と「身近な人への働きかけ」 

について、今の自分にできることをグループに分かれてブレインストーミングし、各グループの意見を共有 

した。最後に、保健体育科教員が出た意見をカテゴリー分けするとともに、大事なことを確認する形で終わ 

った。 

   2 時間目の授業については、奈良県中学校保健体育研究会の公開授業とし、授業後には会員による研究協 

議を行った。また、この内容について、県内の小学校・中学校・高等学校の体育担当教員・保健体育科教員 

が集まる奈良県学校体育研究会の研究大会でも発表し、県全体へがん教育の取組を周知することができた。 
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２ 事業の達成度について 

目標１「外部講師を活用したがん教育を普及する。」 

 令和５年度外部講師を活用したがん教育実施校（県教委派遣分） 

  ・高等学校 14 校（48.3％） 

  ・中学校   0 校（  0％） 

 令和 6 年度外部講師を活用したがん教育実施校（県教委派遣分） 

  ・高等学校 11 校（37.9％） 

  ・中学校   2 校（ 2.0％）※モデル校除く 

全ての県立高等学校において、令和３～５年度の 3 年間に原則 1 回以上の開催を求めていたが、令和 6 年度

からは、学校の希望に応じて外部講師を派遣する形とした。開催率は下がったものの、これまでの取組を通し

て、がん教育を年間計画に位置づけて実施している学校が多くあった。 

 中学校においても、令和６年度より学校の希望に応じた外部講師派遣を実施したが、希望する学校がとても

少なかった。奈良県中学校保健体育研究会や奈良県学校体育研究会の研究大会においてがん教育に関する研究

発表を行っていただき、次年度以降の推進に繋げたい。 

 

目標２「外部講師派遣の拡大に向けて、外部講師の人材を確保する。」 

 令和４年度外部講師登録者数：11 人（医師 11 人、看護師 0 人、がん経験者等０人） 

 令和５年度外部講師登録者数：15 人（医師 11 人、看護師 4 人、がん経験者等 0 人） 

 令和 6 年度外部講師登録者数：26 人（医師 14 人、看護師 8 人、がん経験者等 4 人） 

 令和 6 年度は医師、看護師、がん経験者等全ての外部講師の増員ができた。すでに、令和 7 年度の協力依頼

もあり、今後も外部講師の確保に努めたい。 

 

目標３「保護者と一緒に考えるがん教育を実施する。（中学校）」 

 令和 6 年度は外部講師派遣中学校 2 校にて、保護者と一緒に受講するがん教育講演会を開催することができ

た。 

中学校におけるがん教育講演会では、家庭でがんについて話す契機になることや地域のがん教育を推進する

ことを狙いとして、保護者へも周知し参加を募った。参加した保護者からは、「がんについて知らないことが多

かった。」「正しい知識を得ることができて良かった。」などの感想があり、成果はあったと考えているが、平日

の日中に参加できる保護者は少なく、多くの保護者に参加してもらうためには、今後は授業参観や学校保健委

員会等の機会に実施するといった工夫が必要であると感じた。（「教育委員会としての取組」再掲含む） 
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３ 今後の課題及びその取組の方向性（今回の事業により新たに見えた課題等） 

令和６年度から、外部講師を活用したがん教育を希望する中学校・高等学校に対して外部講師を派遣する形

としたが、中学校での開催率が低かった。 

開催できない理由として多かったのは、「授業時間の確保が困難なため」であるため、今後は、次年度の学習

計画を立てる前に希望調査を実施したり、中学生の発達段階に応じたがん教育講演会の内容を精査し、広く周

知することで多くの中学校でのがん教育の推進に繋げたい。 

開催できない理由として次に多かったのは、「家族ががんの療養中である児童生徒がいるから」であったが、

「がん教育が不安を与えるものでないこと」や「日本人の２人に１人ががんにかかるからこそ、正しく知る必

要があること」「がん教育を実施する際の配慮事項」等について、研修会等を通じて周知していく必要がある。   

また、がん教育を実施するにあたり不安に感じていることや、児童生徒からの質問が専門的で回答に困る場

合などに、がん専門医に相談することができる仕組み（プラットフォーム）を構築し、教職員のフォローがで

きる体制を整え、安心してがん教育に取り組むことができるようにしたいと考えている。 

 

外部講師派遣、がん教育リーフレット、がん教育教材など様々な取組が充実してきたので、次年度は、がん

教育教材や外部講師派遣の手順などがすぐに分かるよう、また、がん教育がより年間計画に位置づけられるよ

う、教職員の手引きとなるものを作成したいと考えている。 

 

 その他、奈良県全体のがん教育の普及啓発に資するため、地域保健センター（保健師等）と連携した地域の

がん教育を進めたいと考えている。 

 

 

 

 


